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「耕す文化」の時代
木村尚三郎は、その著『耕す文化の時代（PHP
文庫）』の中で、文化と科学技術について次
のように述べている。
　土地ごとに自ら耕し、そしてそれを楽
しむことこそ、文化の本質である。英語
のカルチャー（文化）は何よりもまず
耕作を意味し、土地ごとに、自然条件、
歴史や伝統を踏まえながらつくるもの
を、楽しむことにほかならない。（木村、
1992、p.56）。
　科学技術とは本来、普遍的なものであ
る。（中略）にも関わらず、その使い方
は土地ごとに異なるはずである。つまり
自然条件も違い、歴史や伝統も異なり、
人間のものの考え方や生き方も千差万別
なのだから、人間がその土地ごとに知恵
を働かせて使いこなし、これによって最
適な居住条件を作り出さなければならな
い。これからはそうやって、せいいっぱ
い知恵を使い、技術をいわば風土化する
べきなのである。（同、p.193）
　研究・連携支援センターは、「地域と共に
生きる大学」を担う担当組織として平成 24
年に発足しました。本センター業務の１つは、
総合研究所の流れを継ぐ研究支援業務であ
り、学内・学外資金による研究の申請支援と
管理を担っています。平成 27 年より研究倫
理審査の支援業務が新たに加わりました。
　もう１つは旧リエゾンセンターの流れを継
ぐ、地域社会に対する連携窓口業務と連携事
業の支援業務です。平成 27 年は、京都府南
丹広域振興局及び京都府農林水産技術セン
ターとの連携協定、亀岡市と京都学園大学と
の連携・協力に関する包括協定、亀岡商工会
議所及び亀岡市と食・農に関する連携協定が
締結され、また文部科学省「地（知）の拠点
大学による地方創生事業（COC+）」に選定さ
れるなど、地域連携を深める年となりました。
かような連携事業を展開できますのも、みな
さまのご理解・ご協力のおかげでございます。
この場をお借りして、御礼申し上げます。
　入江昭ハーバード大学名誉教授は、講演会
「現代とは何か～歴史家の視点から～」（2015
年 10 月 17 日．本学未来ホール）の冒頭で『私
が講演会で話すことはいつも同じです。しか
し、聴衆との知的なつながりの結果、いずれ
も異なるものになるのです』と話された。聴
衆との対話により創造される講演会という作
品づくりは、氏にとって至高のやりがいと
なっていると感じさせる言葉であった。本学
の連携事業の中にも、参加者と本学教員が企
画から直接連携し、開催しているものが見う
けられます。例えば、「特産物を考える会」「京
都市中京区明倫学区住民」「京都府内の理科
教員」との共催で開催される講演会・講座・
研修会であります。その中に感じる、本学が
思い描く地域連携やみなさまが織り成す四虹
京学の萌芽が大きく育つよう、研究・連携支
援センター一同努めて参りたいと思います。
研究・連携支援センター長 髙　瀨　尚　文
